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調査を実施し、過活動勝脱 (OverActive Bladder; OAB) を含む排尿機能症状と関連因子について
解析を行ったD
【対象・方法1
2003 年 8 月、仙台市鶴ケ谷地区の高齢者を対象に行われた総合機能評価において、排尿回数を含
む複数の項目について聞き取り調査を行った。対象は調査・解析に同意した 70---96 歳(平均 75.5
歳)の 948 名(男 431 名、女 517 名)であり、同地域在住の 70 歳以上の住民 2925 名の 32.8%に
あたる。泌尿器科症状については、 3 名の聞き取り調査員が全対象者に対して聞き取りを行った。
泌尿器科症状の評価としては、下部尿路症状全般に関する評価は、自己評価式問診票である国際
前立腺症状スコア (International Prostate Symptom Score; IPSS) を用い、尿失禁に関しては
International Consultation Incontinence Questionnaire-Short Form を用いた。夜間頻尿に関
しては、 2 回以上の夜間排尿回数を夜間頻尿と定義し評価した。 OAB に関しては国際禁制学会の定
義に基づき評価した。さらに泌尿器科症状と諸因子との関連を解析した。
【結果】泌尿器科症状の質問事項、うつ症状の質問事項 (Geriatric Depression Scale) などの
回答が得られなかった 107 名、および Mini-Mental Status Examination で 18 点未満の 8 名を除
外した 833 名(男 414 名、女 419 名)を解析対象者としたo IPSS の重症度は、男性では軽症 305
名 (73.7%) 、中等症 90 名 (2 1. 7 0/0) 、重症 19 名 (4. 6 0/0) 、女性では軽症 344 名 (82.1%) 、
中等症 74 名(17.7%) 、重症 1 名 (0. 2 0/0) で、あった。関連因子との解析では、多変量解析で IPSS
重症度と年令、うつ傾向、虚血性心疾患の既往に関連を認めた。尿失禁に関しては、男性では 74
名(17.9%) 、女性では 171 名 (40.8%) に尿失禁を認め、多変量解析では、性別、年齢、うつ
傾向、飲酒状態、 BMI に関連性を認めた。夜間頻尿は男性 219 名 (52.9%) 、女性 117 名 (42.2%)
に認め、多変量解析を行った結果、性別、年齢、うつ傾向、虚血性心疾患・悪性疾患の既往との











麻疹は、ワクチンにより予防可能なウイルス性疾患で、あり、世界保健機関 (WHO) は 2012 年までに西太平洋
地域から排除することを決意している疾患である。 2002 年当時、麻疹はわが国では他のアジア諸国と同様に














その結果が実際の感染制御に応用されていることは、実地疫学 (Field Epidemiology) の基本ステップを忠実
に踏まえた研究成果であると評価できる。さらに、本調査から導き出された諸対策やエビデンスが理論的根拠




平成 23 年 5 月 27 日，審査委員出席のもとに，学力確認のための試問を行った結果，本人は医学に関す
る十分な学力と研究指導能力を有することを確認した。
なお，英学術論文に対する理解力から見て，外国語に対する学力も十分であることを認めた。
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